MINISTOCK　31　
シェルドンやコリンズが語った“Service”という言葉は、現代ロータリーの“奉仕Service”とは別の概念で、“商業サービス”を意味していました。

　1901年、シアトルに靴の専門店“ノードストローム”社が誕生しました。「騙してでも儲けたヤツが勝ち」という当時の商業社会にあって、この会社では、客の視点に立って商売を行い、客の最前線に立つ店員に最大の権限と責任を与えるという経営方針をうち立てて大きく発展しました。第二次世界大戦後、アパレルを中心とした郊外型百貨店として全米一の地位を占めるまでに躍進し、現在でも、「顧客サービス」の原点はノードストロ－ム社にありという評価が定着しています。

　一方、シェルドンは1902年にシカゴにビジネス・スクールを設立して新しい経営理念の教育を始めていました。仮に，“Service”という言葉を使ったのが1910年であったとしても、何故、シェルドンが「顧客サービス」の元祖であり、ロータリーがその推進団体であると言われないのでしょうか？

全米ロータリー・クラブ連合会の目的条項には、シカゴ・クラブより継承した“会員の事業利益を増大する”という文言があり、会員間の商取引（相互扶助）が極めて盛んに行われていました。

連合会の中に、Local　Trading　Committee（地域商取引委員会）、Intercity Trading Committee（都市間商取引委員会）、National Trading Committee（全国商取引委員会）が設置されていました。ロータリアンという相互信頼を背景に、会員はクラブ内だけではなく、近隣クラブの、あるいは遠く離れたクラブのロータリアンとの間で積極的、有効的に商取引を行っていたのです。

　会員間の活発な商取引を示す根拠が、残された会員名簿の中に見られます。名簿にはクラブの代表者のほかは、会員の自宅住所や電話番号が掲載されていなくて、事業所名、事業内容、電話番号が記載されていて、いわば職業別電話帳（タウンページ）に相当するようなものだったようです。

MINISTOCK　3２
　米国以外の地に最初のロータリー・クラブができたのは、カナダの国境近くの都市、ウイニペックで
1910年のことでした。シカゴＲＣのメンバーの従兄弟が住んでいてＲＣの活動を知ったからでした。
　ロータリーの英国進出には、シェルドンを初め、分校や支店を出そうとしていたロータリアンが多くいたために、さほどの苦労はなかったようです。1911年に全米ＲＣ連合会が協力してロンドンＲＣを設立し、つづいてシェルドンの努力によってマンチェスターに、またサンフランシスコＲＣのモローが故郷のタブリン（アイルランド）にロータリー・クラブを擁立し、このようにしてベルファースト、エジンバラ、グラスゴー、リバプール、バーミンガム等、イングランド、アイルランドの各地にロータリーが広まっていきました。
　さて、ロータリー・クラブの海外進出の結果、全米ＲＣ連合会は、ミネソタ州デュールスで開催された第３回大会（創立３年目：1912年）で、早くも名称を「国際ロータリー・クラブ連合会」に改めることになりました。
MINISTOCK　3３
　1912年に全米ＲＣ連合会の組織をそのまま継承した国際ＲＣ連合会)は、それまでバラバラだった各クラブの定款を、標準定款に統一するよう推奨しました。その条文には：

①合法的な仕事の価値観と社会奉仕における職業の尊厳、　②高度の職業倫理の奨励、　③事業情報の交換と効率、　④相互扶助活動における交友関係の増進、　⑤公共福祉と市民との協調 ………… が記されていました。

これは第１次世界大戦勃発の２年前のことで、米国では工業力増大政策にともなって、労働力強化と宗教戒律とを結びつけた禁酒法が、州法として制定され始めた頃でした。社会は次第に密輸・密造酒からマフィアの登場という厳しい時代へ向かっていました。そんな時代にロータリーは、定款内で“合法”、“職業倫理”を語るとともに、会員間の限定的な意味ではありましたが、“serve”（第１項）、“service”（第４項）という文字を使用して、「ロータリーここにあり」という姿を世に打ち出したのでした。

MINISTOCK　3４
　1912年に全米ＲＣ連合会から名称を変更した国際ＲＣ連合会は、初代会長がポール・ハリスということになります。幹事に選ばれていたチェスりー・ペリーは国際ＲＣ連合会の事務総長に移行し､1942年に高齢で隠退するまで31年間（全米時代を入れると33年間）、その要職を務めました。

　1911年1月にポール・ハリスが書いた「合理的なロータリー主義」という論文は、ロータリーを語る最初の文章でしたので、チェスリー・ペリーは多くのロータリアンに読んでもらおうと“The National Rotarian”という雑誌を発行しました。ところがその評判が良かったために続刊を発行し、ロータリーが国際化した後も引き続いて“The Rotarian”という誌名でロータリー哲学と情報を発信し続けました。それが今日のＲＩの公式機関誌となっています。

　会員数の多い国ではその国の言語で機関誌を発行することが許されていて、我が国では「ロータリーの友」が機関誌ですが、しばしば“The Rotarian”の重要記事が翻訳‥転載されていますので、「友」誌の記事に注目して下さい。
MINISTOCK　3５
1910年､11年の後、シェルドンは1913年にもバッファロー大会において３度目のスピーチを行っています。当時の人々がシェルドンの提唱する「サービス」理念を、どれほど重視していたかが判ります。
「効果的な能力に関する哲学と倫理」（講演要点）
　長い間、解決できなかったロータリー理念の中心的な思考である「奉仕」への光明を、インドの哲学者ガバン・ダスの書物の中の神秘的な言葉、真理の３原則「量、質、状態」に見いだしました。ロータリアンの職種が何であれ、そこでは、支払われたお金に相応しい、正しい品質、正しい量を供給し、企業管理、サ－ビスも正しく、それに伴う信用も満足度も正当なものでなければなりません。それによって、顧客はリピーターになり、企業が成果を挙げるようになるのです。敢えて言うならば、金儲けをすることは決して悪いことではないのに、それを否定する人が世の中に沢山います。その考えには同意できません。
　世界中の偉大な宗教は、他人に対する善行を、あの世へ行くためのパスポートであると説いてきましたが、世界中の人々はこの世でいま、その配当をもらっているということに目覚めるべきです。キリスト教の黄金律では「すべての人にせられんと思うことは、他人にもその通りにせよ」と説き、孔子は否定表現で「汝の欲せざることを、他人に施すなかれ」と説いています。いまロータリーでは取引における言葉として「最も多くサービスした者が最も多くの利益を得る」と言えるようになりました。小さな火は常に小さい熱を発し、大きな火は大きい熱を発するのが、原因と結果の法則です。ここでサービス（奉仕）が火であり、報酬（利益）が熱であるのです。
あなたが他人からしてもらいたいように他人にしてあげようと思えば、どのようにサ－ビスすればよいのでしょうか？　一例として、私たちが仲間にサービスするときには、サービスしていることが解るようにして下さい。何をどのように開発し成長させるかという原因の結果として、人間の能力が生まれ、それを反復することが教育なのです。
―――近代経済学におけるService とProfit（利益）との関係を正面から取り組んでいて、それは当時として極めて斬新な考えでありました。
MINISTOCK　36
　1910年代、人の移動は汽船・汽車による時代でしたから、急速に広まったロータリー・クラブが地域によってまとまるのは仕方なかったと言えます。

　1914年に英国およびアイルランドのクラブが“英国ロータリー・クラブ連合会”という自治組織を結成しました。そもそもクラブという自主・独立姿勢の強い自治組織を発達させてきた英国には、クラブ発祥の国という誇りがあったのかも知れません。

　翌1915年のサンフランシスコ大会では、国際ＲＣ連合会に地区制が導入され、国際連合会の役員であるガバナーが地区内のクラブを指導監督するという制度が導入されました。

しかし既存の“英国ＲＣ連合会”にはこの制度が強制適用されませんでした。そして1922年に国際ＲＣ連合会が国際ロータリー（ＲＩ）へ移行し、世界中のクラブがＲＩの直轄となって地域自治方式が否定された後も、これらのクラブは“大英帝国・アイルランド内ＲＩ”として別格の扱い（既得権）を受けていて、これは1967年になってＲＩ直轄方式を受け入れるまで継続しました。

MINISTOCK　37
国際ＲＣ連合会が推奨した各クラブの条文(1912)には、先に紹介しましたように“serve”“service”という文字のほかに“public welfare”（公共福祉）への関心を高め、街の発展に協力すること（第５項）という文字がありました。

ところで制度改革が進んだ1915年のサンフランシスコ対会では、前年のデュールス大会で条文５項目につづいて、次の第６項目が挿入されました。

6.　To stimulate the desire of each member to be of service to his fellowmen and society in general.
  　　会員各自が仲間や一般社会に対して同じく奉仕しようという気運を高めること。

―――シェルドンのスピーチ内容では1910年のHe profits most who serves (his fellows) best. から1911年には括弧内の言葉が抜けて、サービスの対象がロータリアンに限定されなくなりました。定款条文でも、ここに示したように、ロータリアンと一般社会とを並列に置くようになったのです。
MINISTOCK　38
　シェルドンが先導しロータリーが掲げた商業倫理とサービス理念を、各クラブ会員の間に拡げようとの動きが､1913年のバッファロー大会で起こってきました。当時、ロータリーを牽引する人たちと一般ロータリアンとの間には、ロータリーの理念や活動に関する意識に大きな隔たりがあったのです。

　この問題の中心に立ったシューシティ・クラブ（アイオワ州）のＲ・ハントは、全クラブのロータリアンから具体案を募集し、この作業を引き継いだ同クラブのパーキンスが膨大な資料をまとめて翌年の大会で原案を提出しました。さらに１年間の検討を経て1915年のサンフランシスコ大会で採択されたのが「全分野の職業人のためのロータリー倫理訓」です。この「倫理訓」を基にして、当時の各業界の倫理訓が100以上もつくられたと記録されています。

―――（要約）：職業生活のあらゆる場面で考えねばならないことは、責任と義務を果たすことであり、職業倫理の基本は以下の原則に従うことである。

1. 自らの職業の価値を認め、その職業を通じて社会にサービス（奉仕）する。

2. 「最もよくサービスするものが最も多くの利益を得る」というロータリーの原則を実証する。

3. 倫理を重んじ、正義と倫理に基づかない成功を望まない。

4. 自分の商品・労働・アイデアを金銭化することは、それによって関係者全てが利益を受ける場合のみ合法的であり倫理的である。

5. 自分の職業の倫理基準を高めるよう努力し、もって同業者の規範となす。

6. 完全なサービスを尽くして企業経営を行う。

7. 職業人の最大の資産は友人であり、友情を通じて得られるものこそ、倫理的に正当なものである。

8. 利益を得るために友人の信頼を利用することは、ロータイーの精神にもとる。

9. 非合法的、非倫理的名方法によって成功を求めてはならない。

10. ロータリーの真髄は競争ではなく協力であるから、仲間はずれや差別意識を排除すること。

11.「全ての人にせられんと欲することを他人に対しても行うべし」という黄金律の普遍性を信じ、地上の天然資源が均等に分与される社会を望む。
MINISTOCK　39
「倫理訓」が採択された翌1916年に、「哲学と教育に関する委員会」委員長を務めたガイ・ガンディカー（後のＲＩ会長）が、ロータリーの基本理念と原則をパンフレットにまとめて、シンシナティ大会の参加者に配布しました。これが「ロータリー通解（A Talking Knowledge of Rotary）」で、各クラブが暗中模索していたロータリーの機構、運営、活動等についての指針示したものです。

これはロータリーの「入門書」のようなもので、その後長い年月にわたって世界中のクラブのテキストブックとして利用されました。

〔ロータリー通解目次〕

1. ロータリー・クラブの構成と諸目的。

2. ロータリアンたる者のなすべきこと。

3. ロータリー・クラブの各会員に対する義務と責任。

4. 自己の職業分野と社会に対するロータリアンの義務と責任。

5. ロータリー宣言。

6. 全分野の職業人のためのロータリー倫理訓

7. ロータリークラブの目的・特典・義務

8. ロータリー精神。

MINISTOCK　40
1918年のカンザスシティ大会で、連合会定款の中の「目的条文」が以下のように改定され、翌1919年のソルトレーク・シティ大会で、各クラブはこれを採用して「目的条文」とするよう推奨されました。

〔国際ＲＣ連合会の「目的条文」（要約）〕

1. ロータリー・クラブの拡大と監督

2. ロータリー・クラブの運営と活動の標準化

3. 連合会及び各クラブの活動を通じて奨励・育成されるべきこと：

　a. 職業上の高い倫理基準

　b. 価値ある企業活動の基礎としての “サービス理念”　

　c. 地域社会の繁栄と倫理昂揚への積極的関心

　d. 商取引に伴う交友関係の発展

　e. 事業構想および運営方策の互換

　f. 社会に奉仕する際の合法的な仕事の価値と自己の職号への尊厳

4. ロータリーの紋章　

